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次号のお届けは、６月４日（月）を予定しています。

はじめに  
『無電解ﾆｯｹﾙ‐ふっ素樹脂表面処理』 

表面処理技術の中で用途に合う複数の処理技術を組合せる場合があります。たとえば耐摩耗特性を有する無電解ﾆｯｹﾙ

に、耐滑り・耐粘着特性にすぐれたふっ素樹脂を積層させ、組合せ皮膜としたサイネルジスティック（synergistic）

と呼ばれるおたがいの構成物質によりすぐれた性質をもつ表面膜をつくることもできます。今回無電解ニッケル－り

ん合金とふっ素樹脂を含浸させたサイネルジスティック皮膜をつくる表面処理技術を取り上げました。 

■特長 
 
 
 
 
 
 
■皮膜組成 

無電解ﾆｯｹﾙｰ  
ふっ素処理  

鉄・ｽﾃﾝﾚｽおよび銅合金への無電解ﾆｯｹﾙをﾍﾞｰｽとし、粒子状に析出させた無電解ﾆｯｹﾙに
ふっ素を含浸させる。 
耐摩耗性・耐滑り性・耐かじり性・耐粘着性・耐侯性・耐油性を保ち、母材との密
着力のある複合膜。

皮膜のつきまわりが均一で、仕上がり寸法精度がよい。

steel or copper 

ふっ素樹脂
アンカー効果層※

ニッケル-りん 

表面処理層 

■特性 

項 目 内  容 

適用材種 鉄・ｽﾃﾝﾚｽおよび銅合金。ただし、400℃焼成を行うため焼戻し温度が焼成温度より低い材種は注意。

皮膜 通常 ５～20μm。ただし、皮膜厚さすなわち寸法増となるので注意が必要。 

寸法精度 電気めっきのようにｴｯｼﾞに厚く付着することなく、つきまわり性良好で精密部品に有効。 

摩擦係数 ふっ素樹脂含浸により皮膜表面が滑りやすく、静摩擦係数と動摩擦係数の差が少ない。 

表面粗度 処理前の加工精度がそのまま表面精度に反映。処理後も平滑な表面を要求の場合は下地の仕上げ度 up

硬度耐摩耗 400℃で１時間の熱処理の場合 Hv 約 1000℃の硬度に上昇。（無電解めっき膜の硬度 Hv4～600）

電気特性 ニッケル-りん皮膜が導電性のためと、表面のふっ素樹脂皮膜が 5μｍ程度のため電気絶縁性はない。

耐侯性油性 ﾍﾞｰｽとなるﾆｯｹﾙ・りん皮膜とふっ素樹脂の特性で、pＨ3～9.5 の酸ｱﾙｶﾘ液に数ヶ月浸漬でも変化なし。

耐粘着性 ふっ素樹脂効果により他物質との粘着しにくい。ただし、事前の評価をお薦めします。 

温度特性 ＋220℃～－200℃の温度環境 

マスキング 焼成温度 300～400℃のためできず、寸法変化で支障をきたす場合は、寸法変化量を前加工で見込。

■主な用途 
 

※ふっ素樹脂が含浸した部分 

《処理手順》 

①母材に無電解ﾆｯｹﾙめっき

②400℃の熱処理を実施 

③ふっ素樹脂を微細孔に 

含浸させる 

④ふっ素樹脂を焼成するた

 め 300～400℃の熱処

 理を実施 

《ミクロ組織》

自動化・精密機械用 電子機器部品 包装機器用 その他 

ｼｭｰﾄ、ﾚｰﾙ、ｶﾞｲﾄﾞ、ﾀﾞｲ他 半導体製造部品、ｷｬﾘｱ他 ｶﾞｲﾄﾞ、ﾌﾟｰﾘｰ、ﾛｰﾗ、ｼｭｰﾄ 空圧機器部品、各種金型 

ｷｰﾜｰﾄﾞ：無電解めっき、ｱﾝｶｰ効果、ふっ素樹脂、ｻｲﾈﾙｼﾞｽﾃｨｯｸ、含浸、微細孔
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